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結 語

緒 言

塞性腰痛内の結核菌の生態に就ては,永井博士が分離培養 と塗沫標本によって知 り得た知見か ら興味

ある報告をしている｡ (塾形外科雑誌 22番 2号,昭和23)即ち培養成績が陽性で菌検出率が陰性であ

った ものでは Muchの覇粒染色によt)期粒が証明 された と云 うことである｡教皇の兄玉学士は Zier

Heidenhein氏 染 色法 (相田氏法)を用いて之を検索 し,かかる場合には Carbol-fuchsin染色性の
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Koch梓菌 は陰性であって も Haematoxylin易数性の梓菌 叉は期粒が多数存在することを報 告すると

共に,･寒性膿 を実験的 に人型 F株菌 に作 問させて, 之が菌の発育 を阻止 することを知 り之 を報 告した

(垂形外科 2巻 1号 ,昭和26)｡

捉釆 ,各種動物血液 内結核菌発育阻止作 用や,唾液の結核菌増殖阻止作用に就ては,夫 A諸家 (佐 々

木 :北海道医学会雑誌 11号 昭和18;大友 :抗酸菌研究会雑誌 2巻 2号 昭和22;PiaseckaZeyland

undI.Zeyland:Beitri.Klin.Tbk.Bd.911938;DoldundOchseureitber:Zeitschr.Tuberk･

Bd.85.1938;占部 ･大曲 :日本 医学及健康保険 3244号 昭和16;田中 :結核 21巷 6号 昭和18;大

辛 :結核研究 第4巻 1.3合併号 1948)に より報 告 されているが ,寒性腰の結核菌発育阻止作用にふれ

たのは兄玉学士が はじめてで あった｡

塾形外科就 中骨関節結核の臨床上 ,寒性膿 と結核菌 の問題は極 めて興味 ある問題 であ り,寒性膿が終

板菌 に対する態度並びにそれ を左右する要因に就 て検索することは,骨関節結核の観血的療法実施の上

に特 に意義 ある事 と考 え,その作用態度･作用因子･作 用状況並びに臨床的意義 に就て実験的 に探索 し,

多少の知見を得たの で,義 に総括 して報 告する次第である｡

第 1章 寒性膿の結 梗菌発育阻止作用に裁て

骨関節結核患者か ら採取 した寒性膿 (以下之 を膿 と云 う)に,人型 F株菌の発育 を阻止す る傾向の あ

る事は,兇玉得学士の報告 した所で ある (整形外科 2巻 1号 昭和26)0 .

然 らばかか る膿で さえあれば,どんな膿 にで も一棟 且 同程度にこの傾向が あらわれ るものであろ う

か ,この点 を探索する馬 に例数 を追加 し,次の ような実験 を行った｡

第 1節 算輸材料及美醜方法

1)桔梗薗浮井波

轄核菌株は京大帝核研究所の人型 F株菌を使用,その上坂 ･友閃培地 1ケ月培養のものを 0.5nlg/cc牛等菌浮砕波
とした｡

2)使用細菌境地

Kirchner液体培地を俵洞した｡

3)供 託 池

供試膿はすべて骨関節紡核愚者の盤性膿蕗より採取したが,その内訳は旗骨寓22例Ji梅子 1例,紋部 1帆 背部1側
腹部 1fgJl,膝関節腔 1例で,採取方法は無菌的穿刺によるもの25例,手術時切開によるもの2例であった0

4)牡の虚埋

膿は採取後無常的に3,000廻樽,30分遠心沈赦して膿上清を分離し,その上溝口,に存する膿LP結核菌を除去するた
め3つの処現法を試みた｡即ち

a)限外渡過iJ{よる法
b)高速度遠心沈殿による法

C)紫外線紋蘭灯L/{よる法
の3つである｡

a)限外洩過による法

通過器としては Charllberland塑 L3細菌通過器を使用し,負圧 1気圧の水塊ポンプで吸引 滅菌生刊摘勺食近永

で2倍 に稀釈した膿上清を5-10時間洩過した｡之の操作により40ccの腰上清稀釈液から概ね5-10ccの滝液を得
る事が出庫_たo

b)高速度遠心沈波による法

肢上清を更に 5,000迦蒔30分宛2Lnl高速度遠心沈殿し,滅菌生租的食箆 水を以てその再上清を2倍に稀釈し,こ

の稀釈液の一培養実験を肝施し,仝例堵養成琉陰性なる事をたしかめた｡

C)紫外線灯による方法

英異株式金蛇製 GermicidaLampを伐刑し,膿 上清の2倍稀釈液を滅菌 ぺ 1-)-1rrLE-)射て薄層となして距離30clnの

所から照射 1分,3分,7分,15分,25分,40分の6回に亘 り培養試験を行ったが,仝7例とも蟻走成績が邑別/iiであ

ったので,戸の処現法によった実験成精は膿Li]柿核常の影響をうけたものとして採用しない事とした｡

5)倍数稀等培養賓癖

々0･1cc宛滴如し,370C3週冊堵養した｡



26

第 1表 希 釈 倍 数 率

6)封席責*

Rirchner培地 の稀釈 による夢饗を顧慮 し,膿 の代 りに生理的食盗 水を以て上記 と同様 の稀釈席菱 を行い ,之 を対JJ･(ミ

実験 とした｡

7)繭量の測定

3週間培養夜番試験管をよく震遷 し,管 内液の全量を夫 々鳥潟沈 降計 に うつ し3,000遡弾20分遠心沈赦 して,常増量

度 を沈降計の度 日によ り測定 したO但 し之 を衰示す る場合 にはその系列 申 Kirchner濃度 100% の管内で増量 した衝

童を 100とし,それ に対す る各度 日の百分比を以て之 を表示 してい るb

弟 2節 実 鹸 成 績

以上の実験により第 2,第 3表の如き成績を得た｡

第2表 倍数稀釈培養実奉 の成積 第3表 対粟実験の成績

膿 の処埠法 一一 試 験 管 番 号'm ltⅡ L虻 !ーVーV EⅥ

限外う慮過 億 射 叫 † 1盲 ~盲 ー~高市 蒜

-西 川 riJ盲 区 62l五

安 井 27 30l妄 信 -1遍

JiJ 上 19 27 59 70 88 100

川 井 * iGO遍 二rT iOO

演. 井 8-佐 々江 16池 田 2 33- 盲 I上里吾 藍 66吾豊60

前 川 8~一言111-諒1叫100
岸 本 3 13f23 1些
安 井 5 10し些_57 62lop_

l1rF1-】 永 .釈 4音 115 62 76 100岩 井 13｢ I亘 43 87､10030 100

逮 ノ目 上 24 36 100

16 33皮 佐 々江 50 90_圭里

雪 空
逮心 池 トH 13 62 82 10036 100

細 武 16

岸 本 7 13l23し_旦 207611諒汰 安 井 15 旦 65 100_

激 上 野 16当 意 56 8010079 100川 瀬 30 73

試 験 管 番 号

芋 ÷ 片 ÷ lH vl ･Ⅵ

100

∬ 4 50雷 5 41 79 9279- 91 97 10095 100

1V 6 43 89 93 100_

100

･7539718478 95 90

-

Ⅶ538 ･99 100

73 82Ⅶ _ 5 40 94 100

二吏三巨778791100

-

圭 j葺7579879210089∫100

Xl445芸 i 6 44: 818919673 86 92.748991100

100

'1pO
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第 3前 審性腺の結核首発育阻止作用

第 2表 と第 3表 とを比較する馬 に之 を図示す

れば第 1図,第 2図の如 くなる｡

つ ま り対照実験に よって示されているものを

Kircbner液膿度 逓減 に よる湛接の影響 と考 え

るな らば,膿洩液叉は操再上清 (以下之 を膿清

と仮称す)の場合には,この寓接の影響以外 に

何か それ以上 に人型 F株菌 の発育 を阻止する要

素が存在す る事 を うかがい知 る事が出釆 るので

ある｡ こ新しを兄玉氏 は ｢寒性隈の結核菌発育阻

止作用｣ と称 したのであるが ,第 1図 ,第 2図

はこの阻止作用に も膜に よって夫 々偶差が あ り

非常に程度の強い もの と,弱い もの とがあるこ

とを示 してレ､る〇 ●
第 4節 供試膿の虞Z里法による差

前述の阻止作用の強弱が膜の処理法 によって

影響 をうける ものか どうか を検索するため同一

膜 に別 々の処理法 を加 えた 5例 に就てその実験

成績 を比較検討 して見た (第 4表)｡

芳 4表 供試膿二の処 叩 法の差 L/7:よる実 験 成績 の変劫

試験管番 号 Ⅰ 廿 ll 1患者姓処理法音感遠主慮逮_主慮速渡追汰遁汰遠沈遇
安 井 tI2712313011913∈
岸 本 3i7113卜13123f17ー

二水 井 iT7l中 -回 す V

古

希
青

嵐
(a

転1画 争性腺の績頼義常帯阻止作用
(野 外 魂過 せ5もC))

齢研削塊Q)幼 歯研 粗il1碩ー
(高速度鹿噌J沈澱や3もの)

その結果両者の問に著明な差 を認 める事 は出g'0
釆なかった｡即ち膿の処理津 の差 と云 うものは

この際一膳度外硯 して も差支 えない程度の もの

である事 を知 り得たのである｡

20 40 60 60 100

キルヒナ一束森泉
r% )

総 括 並 に 考 投

薬性隈の膿清が人型 F株菌の発育 を阻止する事は,晃玉氏の実験並にこの実験 によ り概ね立証 された

わけであるが更にこの実験によって次の事 を知 り得た｡即ち

1)勝浦の結核菌発育阻止作用は,膿清 と Kirchner培地 との比が略 ,k等 しい時 に最 も著明に発現す

る0

2)この阻止作用の最 も麦覇者な例 に於ては Kirchner液濃度が80%である場合 に於て さえ,対照値の
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!4に満たない革増量度しか示していない0

3)逆に阻止作用のあまり顕著でない場合に於て も Kirchnbr液濃度60T%並に40%の部分で夫 々対照
値の86%及79% しか菌の増.量を見ていない.

4) しかるに膜清のみの場合には14例が対照値 より高値を示しているO之は膿清が生理食塩水 よりは

い くぶんナ看養能力を有 している事を示すものであるが,この場合に於て もKirchner液のそれに比すれ

ば,そのl/Ei以下の僅かなものであるO即ち菌が通常の発育の1,L6以下に抑制 されている事がわかる｡

5)之等の阻止作用は,限外洩過によるも,高速度遠心沈澱によ一るも,その処理操作によって大した

影響はうけない｡

由上の諸点を綜合して,寒性腺の膿清はその2倍稀釈液に於て も或程度の結核菌発育阻止作用を呈す

ること,而もその阻止作用は供試膿により偶差のある事,叉その阻止蕗用は膿清 とKirchner培地 とが

略々等分に混在する時に最 も著明である事及び腰清には多少の培養能力はみとめられるが,その培養髄

力は扱JRrたるもので,菌は膜滑円に於ては通常細菌培地に比し着るしくその発育を抑制されている事が

わかった0

第2章 寒性膿の自家株菌に封する態度
●

膿滑は白己の膿中結核菌に対 して も,鼎 して人型F株菌に対すると同じ程度の阻止作用を有するもの

であろうかo

臨床的見地か らすればむしろこの方が より興味深い ものと考え,患者の膜か ら分離 した菌株を,その

次に偶々採取する機会を得た同一患者の膿清に作用させ,実験的にその経過を観察して見たO

第 1番 賓駿材料及賓駿方法

供試菌株は,供試膿 と同一患者の膿か らあらか じめ分離培養 し,一度 も継代培養を経ていない所謂 別家株常の 1ケ

月増車のものを用い 0･5mg平手常浮浮液 とした?

又供試膿は供試常を分離 したと同 じ患者か ら1ケ月後に無常的穿刺ほより採取 した膿を使用 したO

之等を前章と同株の手放で倍数稀釈培養 し,同一汲清に裁て,その人型 F株甫E/{対する腰皮 と自家糠南Ep{対する態

度 とを比下降検討 して見た｡

轟2節 実 験 .成 績

臨床上膿を恰慶 1ケ月目に実験に必要な量だけ採取し得る様な例が少 く,僅か 2例の実験成績しか

得 られなかった｡ この 2例について人型F株菌に対する態度と日豪株菌に対する態度とを比較して見

た (第 5表)0

第 5表 同一膿がF株常 と自家株菌 とe/{対する態度の差

管番号f供試株患部生 IⅡ I Ⅳ Ⅴ

F自 F 自 F 自 F Fl'F 自秩秩 秩 秩 樵 秩 .株 樵 秩 疎

水 井 17 26 30 96-35 70 42 87 57 91

上 野 16 18 ′30 25 36 61.56 71 80 95

総 括 並 に 考.掠

例数が少 くて危険率は大であるが,少 く

ともこの 2例に関しては次の事が云えると

思 う｡

1)塞性腺は日豪株菌に対 しては 人 型 F

株菌に対するほどの発育阻止作用を示きた

∨ oヽ

2)塞性腺の百家株菌に対する発育阻止作用は対照実験のそれに略}{近い｡･

之等の事か ら膿はその膿中結核菌に対しては,殆んど常接の財轡を輿えないのではないか と云 う事が

想像される｡ この事は膿申結核菌の母膿に対する耐性の問題 とも関係 しているのか も知れないが,それ

は今後の追試を侠たなければ軍 ,{に断定する事は出来な′い.然 し乍らこの2例の実験成績は臨床的に見
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で甚だ興味深い事実で あると云えよう｡

第 3章 pH値の影響につし､て

第 1節 寒性腺の pH値

寒性陸の pH値を測定するにあたっては,東洋波紋株式会社製の束洋水素 イオン濃度試験紙 P.R

(Phenolred)及 C.R.(Crezor̀red)を使用し,膜上清の 1滴を之た滴下後30秒以円に標準変色表

と比色してその pH値を音別定 した｡この際の光源はすべて太陽光緑に拠った (第 6表)｡

第 6義 教 性 膿 の pH 伯

即ちすべての膿が房易叉は張アルカ 1)性で特 にpH-8.2の ものがその75%を占めていた｡

第 2節 稀停頓壷実験終了後の pH値

3週間の倍数稀釈培養を終 り菌量 を測定する南前の各試験管内のpH値 を試験紙で測定 した(第7表)0

第7表 培養終了後の各試験管内液の ptI伯

試験管番号乱 者 姓 Ⅰ -甘 . I lV † Ⅶ.
安 井 7.4 6.6 6.6 6.6 7.0
′了l 上 8_2 7.8 7.6 7.2 頂 ~ 6.8

川 狸_ ｢ 訂す一~ 7.2 JrW -M 7 訂~
庭 井 ~1訂喜一~ 8,2 7.6 7.-2ー 7.2 6.8 L
佐 々 江 8.2 7.6 7.4 7.4 7.0 6.8 .

一両 日 一丁1㌻す~ 7_4 70 70 66 ~｢7二雪~ー
前 川 8.2 7..8 82 72 7｣0

安 井 7.8 7.6 7.4 7.2 7.2 7.0
永 沢 8.2 7_8. 7.8 7.8 7.6 7.0
今 l 竹~ 8.2 血 .8.2 一~了こす~ 7,2 J｢7こす~ 7.2
ノ目 上 8.2 .ー 8-二o 7.4 7.4 6.8
佐 々 江 8.2 7.6 7.4 7.4 - 772..~1きて自L
池 川 7.8 7.4 7.2 6.6 7.0 7.2

細 武 7._9_ 6.6 7.0

非望 8.2. 7.2 6_8 6.6 6.6 一】一子こす~
上 T=L 8.2 7.2 6.8 6.6 6.6 7.0

｣ リ 淑 7.8 7.2 7.2 7.4 7.0

即ち膿上清は 3週培養後に於て も培養前 とその pH値は大差な くKirchner培地は大多数僅かである

がアルカ1)性に傾いていた｡

第 3節 pH値と菌発育度との関係

結核菌の発育に pH 値が密接な関係を持つ と云 う事は諸家によって報告され,既に常識 となって居

る所であるが ,第 7表 と第 2表,第 3表 とを対比 して検討 して見るに,之等の成績か らはこの実験に

おける結核菌の発育阻止作用が革に培土也のpH値によってのみ左右 されていると断定する事は困難であ

る｡換言すれば各試験管内液のpH値 と菌発育度 との間には一一貫 した相関 々係が存しない と云 う事がLVJ

乗 る. この事は本夷験における結核菌の発育阻止作用が単なるpH値の影響丈の ものでない事を想像せ

しむる一つの根拠 となるものである｡
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第 4節 pH値の影響に関する責騎 ･

甘 酸 1

滅菌色艶食遮水を N/10NaOH で供試肢 と略 々同じ pH-8･2ほア JL,カ1)性化 し,之を以て倍数稀釈培養を行い,1

アルiTl)性枇 しない生規食盗水のそれ1t比解 した (界8表)｡ . ~

第 8表 生理食豊水をア)I,カl)性牝 した場合の影饗

i A 5 2 73 4979 5270 3871 5577 4676 48 91 81 100 .100

B- 4 4 97 90 100 100

C 5 .2 91 66 95,86 100 100

D 5 1 84. 72.87 75 90 83 .100 100E 4 1 38 21 91 83 100 100

鷺 験 2

供試肢清を N/10HclでLll性牝 (pH -7･0)し,之を以て倍数稀釈培養を行い,中性化しない腰酒のそれ と比較

した (第 9表)0

第 9表 膿を中性牝 した場合の影響

管~番号てこここ--㌔-､＼＼､__＼管内のpH患者 性~＼ ーⅠ Ⅱ8.27.0 8.0 7.0 1 lV V7.6 7.0 7.4 7.0 Ⅵ
7.8l:7.0 7.0 7.0

_｣ ]l 上 19 14 27.■ 6023 43 30 59■.45. 70 75 887459 80 100 100

川 井 30 50 65 74 100 100

実験 1及 2に於て次の事が知 られたo

1)pH値はたしかに菌の発育に影響するものであるがその影響力は左程著明なものではない｡

2)膜清を中性化した場合pH値をかえた事による著明な響はみとめられなかった｡

総 括 並 に 考 鞍

結核菌の培養性が膿のbH値にようて影響されると云 うことは永井博士によって も報告された朗であ

るが (日本皐形外科雑誌22番 2号昭和23)藩者の実験に於ては,純粋にpH値のみが要因となっている

第 4節の実験1に於で丈その事が頒われ,他の実験成績ではその影響が明確に証明されていない.この

事実は本葉験におけ､革僅かなpII値の変動よりも膿清の影響力の方が大でこのためにpH値の影響が院

政 されているのだと解釈する事によって説明づけられるのではないかと考える. もっとも,本実験にお

ける腰の pH値は膿横内や流動パラフィン下に外菊にふれないように稀取された股のpH値 とは異な り

数時間外宗の影響をうけた ものである事を忘れてはならない｡

要するに寒性腺の結核菌発育阻止作用に比すればpH値の影響は僅かなものであり,叉この阻止作用

がpIt値によって左右 されるものでな く他の何かの要因によって左右されているものである事が之等の

事実によってうかがわれるわけである｡

第 4節 寒性腺の加熱と阻止作用との関係

素性膜の結核菌発育阻止作用の作用因子が非耐熱性か耐熱性かを知る事は,その本態を知る上にも貰

要故事であるから,それを知る目的で次の実験を試みた｡

賓 騎 1

膿清の2倍稀釈液をT600C30分加熟 し之を3,000廻蒋30分遠心沈殿 して得た上清を実験に供 した (第10表)a



31

第10表 600C30分加熱の影響 (池 田氏肢)

実 験 2

腰 痛の 2倍稀釈液を1000C30分加熱すると膿清は遊帽するが この凝水を採取 して実験に供 した (J碁11表 )∩

宮11表 _1000C30分加熱の影響

患 肴 姓 管番号操 作 二 二二二 Ⅰ I 1 ーⅤ Ⅴ

奥 二相 加熱 した場 合 7 40 44 72 ~一武栢~ー
~元勲せぬ輯 7 甘 57● 75 〕 OO

尚 川 加熱 した場 ノ含 12 -1 5了-+ 64 70 一一i両.~~
｢両軸蚕豆療育ー 31 50 64 ー 罰｢~W 召両~

キ ′レ t= ナ - 増 地 濃 度 Ore 30% 50% 70ro 100%

総 括

実験 1及 2は操作途上の雑菌混入･凝水の採取困華等のため成功例は僅か 3例にすぎず,この例数で

結論を下す事は困難であるが,この3例に関する限 りでは加熱の影響 と云 うものは著明でな く作用因チ

が耐熱性であることを示唆して居る｡

第 5章 睦の壕菱成績と阻止作用との関係

鹿 を国境一白金耳卵培地に接種し,それによって分離培養 して得た薗集落の数は概ねその腰中結核菌

の密度を示す ものと考えてよいが この菌集落数 と阻止作用との関係を知るため次の実験を試みた｡

第 1節 実 験 方 法

便 f=lJ細菌培地 には上坂 ･友 M培地 (日本医学及促成保険331番17号 昭和17)を使用 した｡膿は採取後直 ちに 1Tと｣金

耳宛2本の培地 L/{政権 し37oU4週間培養 しその培養成績 とその膿の阻止作用 とを比較 した｡

算12表 蘭集落数 と阻止作用 との比較

患 者 姓 菌~集 落 数 常 .発 育 度卯 培 地 記 号 倍 数.稀 釈 培 養 の 試 験 管 番 号

西 LH 2 5 10 20 24 62 T
蘇 6 8 10 ~~汚~~叫 巾 76 JV

安 井 79 87 27 30 35 65
川 上 2 1 19 … - 5T27 70 ー1福｢一

-一一 下川 8 83 5-7 cr ー --156 11 30 p 60～ ー1 汚~~V33 42

武 井 8 一一両~~一~P

佐 々 と亡 16 33 50 66 8313 20 60 一一両 ~~面 川 2

黙 前 川 3 4 S ･8 ll 14
~1 1l-1=｢ 本- 68 54 3 山 一ーラ≡｢一13

安 井 9 17 5 10 30 57 62.

永ー ｢_L__桝 田 16 5 4 18 25 62 76
莱- 罪 4 9 13 54 43 87

｣澄 今 竹 0 0 8 14 一~扇 ~~~ 22 N 3ir

佐 々 山二 10 15 2 16 33 50 90hJ

_堅 田 武 0 0l l 16 36岸 本 7 13 17 2!し_ 70
安 井 79 87 15 ～ 23q 19 Ml 8 65

叩 圭 野 26 27 16 - 3 36 56 80
川 瀬 f 20 . i-4- 30 55 73 79
水 井 ⊥ 1 1 17 ~~5-0～ ≠3T5 142 57
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総 括 並 に 考 捷

膿の培養による結核菌検出率は Dr.Hohnによれば 70.2% (Zb15Bakt.Bd98.1962;Bd121,

1931)市村氏によれば 89.9% (東京医事新誌2769.昭和7)永井氏によれば 100% (日本整形外科学会

雑誌22着 2号 昭和23) と報告され,敬重の紀宝氏によれば93% (整形外科2巻1号昭和26)と報告され

ているが本実験での検出率は'91.3%であった｡

而 して菌簾落を検出し得なかった 2例が,膿採取当時 Stteptomycin使用中の ものであった事実は

注 目すべ き事である｡

借 この菌集落数 と阻止作用 との関係 を見るに,両者の間には高楼の相関}{係はみとめられなかった.

唯 Streptomycin使用中の 4例 (表中※印)に於てはいづれ も菌巣藩を検出しないか,或抹検出し得

得て もその数が極めて僅少であり.同時にその阻止作用 も張度であったo

集落数 と阻止作用?強易者との問に相関･k係がみとめられない と云 う事実は,膿が百家株菌に対 しては

著明な阻止作用を示 さないと云 う事実 と考え合わせる時,極めて示唆深い問題 を捷起するであろう｡要

するに人型 F株菌の発育に如何につ よい影響 を及ぼす膿で も,その膿中結核菌 に対 しては必ず しもそれ

に相当する丈の影響を輿えるものでない と云 う事が想像され るわけである.

幕 6章 菌の生態に及ぼす影響に裁て

膿が人型F株菌の発育 を抑制する課程に於て,菌の培養性がどの棟に低下するか,或は全 く堵養性 を

失い死滅するものであるか,叉形態的にどの様な変化 をとげるかを知ろうとして 2つの実験を試み良.

竃 換 1

3週間倍数稀釈培養を行 って常童測定l,{うつろ直前にその供試蘭を上坂 ･友 田培地 l/{接種 し4週間培養 してその集

落数を しらべた (勢13衷)｡

宮13表 稀釈培養終 丁後の常の堵‡資性

__輿 . 井 i- + 1- ･肝

蘇 + + ･ヰ 廿
安 井 1十 + +̀

⊥旦ー 上 1- 1- T T + =∃紅二二 J
川 井 廿 + 廿
二束. 罪 廿 + 廿==旺二二二
佐 々 ねこ + 廿 廿 ≠ 冊
他 門 i- 1 + Z+ 冊
前 川 廿 . + 1≠

岸 本 + + ≠ - 榊

安 井 辛 1+ 1- + + 淋
永 沢 ー【~二軒~~ 十 廿 1肘 I肘
岩 . J 井 一 + + -寸 廿
今 竹 + +ト -~頂｢～ 廿 十汁 廿
ノ目 上 廿 + 廿 ≠ + 什
佐 々 江 + ｣-. ■ .+ 十什

I__些 = = ∃[ + 1- + 廿 廿ト
′､1 才 + ･■.ー~

岸 ｢~本 ~ + 柵 ≠ I肘 ≠ 十肘

安 井 廿 + + + +
上 野 + -ト + + 廿 1什

柵 300以上 廿 200-300 廿 100-200 +100以下 (集落数)
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実 験 2

同株蘭真淵定年前の供試常を塗抹標 本とし,之を Ziel1-Hei(lenhein氏染色法 (捕 ul氏法 ;日本臨床 8巻 3号 昭 利 25)㌔

によ り染色枚鏡 し,常の生態を形態学的に槍討 した (箪3図)a

､ 郎国 師 申 比 敦

･.き≠亡ナ-培地勅 100㍍育った,宙形 痩 帯 向 で育 った菌 *,}

LC .一

'-5'..I.
⊂コ 加蜘 レフクー-_ケ染色収 - ヘマトキ=J)ン薮色鹿

その結果は第 3図に示す如 く,Kirchner培地内で発育 した菌が･すべて東歌をなした ｢CarboI

Fuchsin｣染色性の梓菌 でその菌体の先端に ｢Haematoxylin｣染色性の親粒 1個 と糸状形を有してい

るものが しばしば発見されるのに反 し,膿清円で発育 した菌はその殆んどが ｢Haematoxylin｣染色性

の樟菌叉は頼粒で占められ,その間に多少の抗故性形の梓菌の束 と頼粒がみとめられる状態であったo

この傾向は Kirchner液濃度が うす くな り膿清の濃度が高 くなるに従って著明となっている0

線 括 並 に 考 接

植田博士は菌集落に見 られる糸状形 こそ発育力を持った ものであると云っているが (結核研究第5巻

第1,第3合併号 昭和24)膿清が人型F株菌の形態に及ぼす影響 と阻止作用~の関係が之によって も説明さ

れる｡即ち,糸状形を失ったV管か ら工管迄の培拳菌は形態的にもその発育を阻止 Jeれている事を実証

しているものと云えよう.勿論糸状形のみにとど至らず,太い集落をなしてのぴている抗酸性形樟菌の

数が着るしく減少し,｢Haematoxylin｣染色性の梓菌や 僕粒が膿の濃度に正比例 して増加 している事

実 も,菌が正常な発育 を妨げられている事を実証 しているo こ甲事は実験 1に於て菌の培養性が腰の濃

度に比例 して全般的に低下している事実か らもうかがわれる｡しか しこの場合 と雄 も,菌は決 して死滅

するもあでなく,唯その発育を阻止されているにすぎないと云 う事は明らかである｡

第 7章 塞性膿の結核菌発育阻止作用と病期との関係に裁て

之等阻止作用と病期 との関係を此較検討する馬に,膜をその発育阻止作用の強度の順に整理 して見る

と第14表の如 くになった.勿論之に数学的正確 さを期待出釆るものではないか ら,大体の傾向による他

はな く,その7旧序に多少の異論のあることは止むを得ないo
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∫

第14表 阻止作用の張度の順位

第 1節 病歴 ･病類･性別 ･年令 ･主病巣部位 との関係

ここに云 う病歴 日数は患者の告訴に依った ものであ り,年令は供韓腺採取時の年令である｡主病巣は

｢レ｣線像叉は臨床症状によって決定 した｡ 之等 と阻止作用の張さとの関係は第15表の通 りである｡

宮15表 病歴 ･病類 ･性別 ･年令 ･主病 艶部位 との関係

D 胸 椎 . L腰 椎 S仙 椎

1)病歴 日数に就て云えぼ大体阻止作用の韻さは病歴の長 さと正比例 している｡勿論 5例の例外はあ

るがその内の 1と3は Streptomycin使用中の患者の膿であ り,3と15とが同一の患者の接であ り乍

ら Streptomycin作用中の 3の場合 とそうでない15の場合 とでその阻止作用に著るしい差のある事を

考え合わせるならば,この 2例において Strelitomycinの影響 を無視 して南 ちに病歴 との関係を論す

る事は不適当であるし･又 6の場合には患者q)白訴 と臨床所見 との間に非常な喰いちがいがあり,自訴
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による病歴 日数の客観性が稀薄の懐に思われ るo さら担叉 9及13の場合は主病巣不明の腹部膜槙で而

も3才の幼鼠である点等か ら別個の考慮が必要 なのではないか と考 えるO

要するに,かか る諸 株件を考慮に入れ て考 えるならば病歴の長 さと阻止作用の張さとが正比例 すると

云 う相互の関係 を容易に理解 し得 るであろう｡

2)病苅 ･性別･年令並に主病巣の部位 と阻止作用の強 さとの間にはいづれ も-tg:接の関係は証明 され な

いが ,病歴 日数 を云 々する場合 この諸侯件を考鷹に入れ ないで之 を行 うことは適当ではない｡

第 2節 膿の諸憶件 との関係

膜の肉眼的性状並に膿の貯溜頻度 と1回の採取量の問題は臨床上 病期 を決定す る上に 貢要 な要因 と

なる ものであるが ,之等 と阻 止作用 との間近何等かの相関 }{係が あるとすれば甚た興味深い事 と云わね

ばなるまい｡ しか し乍 ら貯溜頻度の判定基準に就ては絶対に医学的正確 さを持っ た判定の基準 と云 う

ものは存在せず,その採取量 と採取間隔及採取回数 を綜合 して決定する以外に方法 はないが ,特 に外来

患者の場合 に於ては,之 も叉その患者の病状通院の距離並びに経済的保件等に制約 されて厳矯 な意味の

尺度 とはな りがたいO 故 にこの問題 を考慮するにあたってはかか る僚件 を加味 して之を行 う事が必要

であろ うと考 える｡

第 16表 をこの事 を念頭 において検討するならば阻止作用 との間の相関 々係 を理解する尊 も困#･･では

なか ろう0

第16表 腔の諸膝件 と阻止作用 との関係

販促 膿の肉眼的性状 1回の採取貴と次の採取までの間隔 (日数を以て示す)

1 ●lI十 ｣些些一一廷回限 り手術時採取)㊥ 口 itL ｣些 三±望!旦と 些些ー_建 享関節解内)⊥隻__璽⊥_｣吐._ 100ccう(27日)う50cc

2

3

4 ｣岨 _世｣ 50cc→(39日)う80cc-J L⊥上1__柵 100ccう(128日)→80cc5

7

9

10

ll

12

13

14

･15

16

17 J _｣｣ ≠ I120C占I㌦ ,～-

18 ○ [1 柵 ｣些 =杢81Fl)→50cc●■サ100cc一斗(16[r)一400cc一(15日)-300-､C 一19

深閑 ● 濃 rE-il.㊥ 稀薄 ○ :腰状 ■ 莱液性 n

上清分離度 柵 多 量 十什 LTT等 韓 廿 少量 + 徴 草

1)膿は初期埋盛期 より晩期蹟軍期 に向 うに従い溶鋼 よ り稀薄 とな り惨状 より奨液性 となる傾向を持

っているが ,主病巣の状や己如何 によって も必ず しも常 にそうであるとは云いがたい｡第i6表 を検討 して
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見て もその肉眼白勺性状だけでは怪且止作用の張さとの間に荘接の関係は見 られない0

2)膿の貯滑頻度 との関係vz:於ては大体の傾向としてその頻度が少 くな り貯溜量が滅ずるにつれて阻

止作用が強 くなっている事をみ とめる事が出来 るであろう. 即ち之は病期が鎮静期に向うに従って阻

止作用が増大すると云 う事の一つの指標 となるものである｡

第17表 血沈倍との関係 第 3節 一血沈値との関係

･第17表の血沈値は膿採取時の ものであるが ,個 }tの多少の喰いちがい

を度外硯 して全般的に之を見るならば,血沈値 も略々阻止作用の強さに

比例 して良好 となって)､る事が境われ る｡

しか も之は僅か 9例の例数にすぎず,例外の数 も例数に比 して多い事

であるか ら侍検討の余地が あるもの と考え畠｡

第 4節 Streptomycinの影盤

Streptomycinが膿円に濠透 して影響をあたえると云 う事 も叉その渡

度の測定 も未だ報告されては居ないが ,本実験に於でSteptomycin使用中の 4例がいづれ も他の僕件

の差にも拘 らず一棟に同程度の阻止作用を示 している事や # 18表 同一膿のSM使用による阻止作由の差

3と15の膿が同一患者の膿であ り乍 らSteptomycin使用の

有無により著 るしい差 を示 している (第18表)事などか ら

やは りStreptomycinが何等かの影響を輿えているもの と

考える方が理解が容易であると思 う○

試臆 管番号 Ⅰ 丑 I ･Ⅳ Iv

SM使用前 19 27 59 70 l完㌻

次 に Streptomycin使用量 との関係 (第19表)であるが,之は Streptomycin以外の要因がい くつ

g19表側 使用量との関係 も関連 して乗る事 でもあ り･又膿中 Streptomycin濃度め測定 も行わ

順 什 便. 用 料

1 13g

2 23g

3 8g

5 log

･･T･-

i
I
1

弱

れて居ない事で もあるか ら之等を行わずしてこの間題を論する事は無

意味な事 と云わねぼなるま∨､｡

第 5節 ｢レ｣撮像との関係

｢レ｣線像に於て病期の判定の基準 となる分界形成の有無腐骨分離賀

骨発生の状況等に就て検討 を試みた (第20表)0

第20表 ｢レ｣線像との関係

)旧 任 膜 鹿 像 分 界 形 成 腐 骨 分 離 安 骨 凝 ∠生
1 ｢ + + 士

2 - + + -
3 - + + -I
4 - + . + 土

5 - 十 - -
6 - + 十 -
7 - 十 +I +.
8 - + + -
9 - - - -
10 欠 欠 欠 欠

ー~一1｢ - + + 1
12 土 - - -
13 - - - -

JT =ヒ - - -
15 - + + +

｢¶ ｢ー~ .+ - - -
-- 罰｢~~ 士 土 - -
JTT-召㌻~~ _ 士 土 - -
｢~~了｢ 一 ･十 - - -
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｢レ｣練像に於て膜瀧像が拘央LJ,分界形成がみとめられ,腐骨分離警官発生の所見が見 られ るものは

之 を鎮静期に入った もの と解 して誤 りはないが ,この時期に於で阻止作用がつ よくあらわれ隊臆像の著

明な旺盛期の ものほど阻止作用の易易い事 を知 り得た｡

総 括 並 に 考 操

骨関節結核症に於では病歴 日数長 く｢レ｣線学的に骨硬化像が発至見し破壊骨像の部分に腐骨分離 ･撃

骨発生の営みが あらわれ ,膿の貯溜頻度が減少し腰は稀薄奨液性 とな りその貯滑畳 も減量するに到れば

之の時期 をその病期の鎖静期 と考 えて誤 りはないが ,寒性腺の結核菌発育阻止件用 も初期旺盛期か らこ

の時期に向 うに従ってその張度を埠 していることが之等の比較検討によって明らにされた｡即ち,この

阻止作用の偶差はむしろ病期 によって左右 され るものであると云 う事が立証 されたわけであるo

･結 語

寒性腺の結核菌発育阻止作用に就て,その張度･百家株菌に対する態度,その作用因子並びに骨関節

結核症の病期 との関係等を検索 しその張度が病期によって異な り,日豪株菌 に対 しては著明友作用を示

さず払とり人型 F株菌に対 してのみ 一定の発育阻止作用を示す ものである事 を実験的に証明すると共

に,その作用因子が pHの影響でない事及び加熱転よって変化する ものでない事 をうかがい知 る事がIfi

釆たが ,その本態 に就ては之を明 らかにする事が出来なかったO

この他阻止他用をうけた菌の生態に就て も検索 し,阻止作用の作用状況 を細菌形態学的に立証 した｡

か くして 骨関節結核の観血的療法 を施行するにあたっての 臨床的適臆判定の裏付けを実験的に確立

した0

本研究にあた り御教示を賜 り且つ諸器材の債輿 に便'fl:を輿 え られた文都大学結核研究所楢川教授 ,上薮学

TL-,同祈兜所員謂＼兄E,{対 して厚 く感謝の意 を表する｡

叉.本研究には文部省科学研究費の補助を うげた記 して感謝の意を表する0

骨 関 節 結 核 症 の 骨 髄 像 に 就 vl{

京都 大学医学部革形 外科学数S.(主任 近藤銀条教授)

助 手 大 塚 哲 也

l

(本間の翠 旨は昭和25年10月京都外科集談会,耶 口26年 2月第7回緒核外科集談会 ･ (以上は共同発表)l司

隼3月/京都外科集談合 ,叉同4月節24回 日本整形 舛科学会総会共同研究 中で述べた)O

緒 言

(1)
1931年 Rexerが骨関節結核患者の 局所に骨髄穿刺を行えば, その診断に役立つ であろうと述べ

12)
ているが ,その後飯野氏が同様な患者の患側を穿刺 して, その骨髄血に貧血が ある事 を証明 し,叉幼

(3)
芽細胞が認められると該患者の予後が良好であると報 じている｡ 次いで同氏は快復期にはその貧血が

快復するとも述べて居 る｡

私は此処に骨関節結核患者の うち,四肢に於て左右対照に骨髄穿刺の施行出釆 る10人の症例に就い

て,その骨髄像 を観察する機会 を得長ので述べてみたいと思 う.

2)検査材料及びその方法

検査材料 としては兼称 大学整形夕挿 し入院の骨関節帯核患者で,股関節, 膝関節幕核各 3例 , 足関節枯枝′2例 ,肩


